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国立西洋美術館の施設見学会を実施しました 
１月１６日（月曜日）から１８日（水曜日）の３日間、区立小学校の児童（計４校、約２００名）が国立西洋

美術館を見学しました。各校とも東京藝術大学大学美術館で開催された「第６４回台東区小・中学校連合作品展」

見学の際にあわせて来館したものです。 

 見学した児童数に応じて２～３グループに分かれ、国立西洋美術館の学芸員や職員の方から美術館の特徴、世

界遺産を目指していること、建物を設計したル・コルビュジエのこと、また、前庭の彫刻作品について説明を受

けました。質問や意見も活発に出されるなど、各校とも熱心に鑑賞していました。 

台東育英小学校（４年生） 

（写真はフランスの彫刻家 

 オーギュスト・ロダン作 

 「地獄の門」を鑑賞してい 

 るところ） 

 

富士小学校（３年生） 

（写真はロダン作「カ

レーの市民」を 鑑賞

しているところ） 

忍岡小学校（５年生） 

（写真は建築家ル・コル

ビュジエと国立西洋美

術館の歴史について説

明を受けているところ） 

谷中小学校（５年生） 

（写真は建物の特徴

と世界遺産について

説明を受けていると

ころ） 

２月１８日（土曜日）国立西洋美術館において、シンポジウム「２０世紀建築と世界遺産－シリアルノミネー

ションにおけるＯＵＶ（※）の議論をめぐって－」が開催されます。 

 詳しくは国立西洋美術館のホームページをご覧ください。     （※ＯＵＶ：「顕著な普遍的価値」と訳される） 

【概要】 

日時：２月１８日（土曜日）９時３０分から１７時３０分まで  

場所：国立西洋美術館 講堂     定員：１５０名（要参加申込み） 

主催：イコモス（国際記念物遺跡会議）２０世紀委員会、日本イコモス国内委員会、国立西洋美術館 

後援（予定）：ドコモモジャパン（モダン・ムーブメントにかかわる建物と環境形成の記録調査および保存のための国際組織）、

フランス大使館文化部、ル・コルビュジエ財団、外務省、文化庁、東京都、台東区 

協力：西洋美術振興財団 

国立西洋美術館でシンポジウムが開催されます 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立西洋美術館を世界遺産に！！ 

「ル・コルビュジエの建築作品－近代建築運動への顕著な貢献―」 

L'Œuvre architecturale de Le Corbusier 

－Une contribution exceptionnelle au Mouvement Moderne－ 
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国立西洋美術館が星の名前になりました 
  

 

 

国際天文学連合（ＩＡＵ）第２０委員会、小惑星センターの２０１１年１２月１０日発行「小惑星回報」 

（Minor Planet Circular）において、日本の国立西洋美術館の略称「国西美」が小惑星に命名されたことが 

報じられました。  

  この小惑星は、１９８９年１１月３０日に札幌市在住の渡辺和郎氏と釧路市在住の松山正則氏との共同作業 

で発見され、その後、軌道が確定したため、１９９９年１０月２６日付「小惑星回報」で“登録番号 11873” 

が付与されました。その後、固有名は保留状態でしたが、今回、「国西美（Kokuseibi）」として申請し（固有 

名 16 文字以内という規則があるため、「国立西洋美術館」を簡略化）、確定したものです。 

 この小惑星は、やや潰れた楕円軌道で太陽の周囲をおよそ３．３９年かけて一周しています。その大きさは、 

直径約８ｋｍと推定されています。 

 

（１１８７３） 

   Kokuseibi 

(11873)Kokuseibi=1989WS2 

 Discovered 1989 Nov.30 by M.Matsuyama and K.Watanabe at Kushiro. 

“Kokuseibi”is another name for The National Museum of Western Art. 

It opened in 1959 to introduce Western arts to the Japanese public.  

The core of the collection was the Matsukata Collection of Impressionist- 

school paintings and Rodin sculptures.     M.P.C .77 501   2011 DEC.10 

  小惑星回報（2011 年 12 月 10 日発行）で公表された“国西美”の命名文より抜粋 

 

 

 

■国立西洋美術館のビデオを放映します 

   期間：２月２０日（月曜日）～２４日（金曜日）の５日間 

   時間：９時から１７時まで 

   会場：台東区役所１階正面玄関付近 

 内容：「見たい知りたい文化財～国立西洋美術館」（前・後編あわせて約１２分） 

※パネル展示も行いますので、来庁の際は是非ご覧ください。 

 

■大成建設ギャルリー・タイセイにて「ル・コルビュジエと大西洋」展を 

開催しています  

   大成建設ギャルリー・タイセイでは、４月２１日（土曜日）まで「ル・コルビュジエと大西洋」 

展を開催しています。 

        近代建築の巨匠ル・コルビュジエと大西洋との関わりに焦点を当てた展覧会となっていますの 

で、是非お立ち寄りください。 

          大成建設ギャルリー・タイセイホームページ http://www.taisei.co.jp/galerie/index.html 

（訳） 

「国西美」は、1989年 11月 30

日、釧路在住の松山氏と渡辺氏

により発見された。 

「国西美」とは国立西洋美術館

のことで、日本に西洋美術を紹

介するため 1959年に開館した。

印象派絵画やロダンの彫刻等か

らなる松方コレクションが収蔵

品の中心となっている。 
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